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下
呂
市
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
に
制
定
さ
れ
た
「
下
呂
市
環
境
基
本
条

例
」
に
基
づ
き
、下
呂
市
を
取
り
巻
く
環
境
の
保
全
や
創
造
を
進
め
る
た
め
、

総
合
的
か
つ
長
期
的
な
目
標
と
施
策
の
体
系
を
定
め
た
下
呂
市
環
境
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。
策
定
に
際
し
て
は
、
市
民
有
識
者
、
学
識
経
験
者
な

ど
で
組
織
さ
れ
た
「
下
呂
市
環
境
審
議
会
」
か
ら
の
提
言
を
い
た
だ
き
、
現

実
性
の
あ
る
計
画
と
し
ま
し
た
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）　　
　
　
　
　
　
　
　
【
経
営
管
理
部
・
総
合
政
策
課
】

下
呂
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定

分　野 目　　標 施　　策
生活環境
大気・音・土壌・
水質・化学物質など

生活や事業活動に伴っておきる環境への負荷を
低減し、安全・安心な生活環境を守ります

・公害の防止と対策
・廃棄物の適正処理
・生活排水処理

自然環境
河川・森林・農地・
　　　　　生物など

河川・森林・農地・生物の適正な保全保護に努め、
豊かな自然環境を大切にします

・河川の保全
・森林の保全
・農地の保全
・生態系の保全

環境共存
文化・コミュニティ・
　　産業・交流など

特徴ある自然環境を観光、文化、地域づくりに
活かし、環境との良好な関係を保った元気な地
域を創ります

・自然とのふれあい推進
・文化の保存と創造
・市民参加による環境保全活動

快適環境
景観・環境美化・
　　　　緑化など

豊かな景観を保全し美化に努め、生活に潤いを
与える美しい地域を育みます

・景観の保全と創造
・緑化と美化の推進

地球環境
温暖化対策・ごみ・資源・
エネルギーなど

廃棄物の削減やエネルギーの見直しにより限り
ある資源を大切にし、地球環境の負荷を軽減し
ます

・地球温暖化防止の推進
・ごみ減量の推進
・エネルギーの有効活用

環境教育
啓発活動・教育学習・
　　　　普及活動など

環境についての教育や啓発活動により、環境に
対する意識向上をはかります ・教育学習と啓発活動の推進

下呂市環境基本計画
～基本理念を実現するための手段～

計画期間は平成 25 ～ 29 年度までとし、社会情勢の変化に対応し、
適宜見直しを行ないます

下呂市環境基本条例
～基本理念～

１．環境の保全及び創造は、市民が健康で安全かつ快適な生活を営むことがで
きる環境を確保し、これを将来の世代に継承していくことを目的として行
われなければならない。

２．環境の保全及び創造は、多様な自然環境が有するそれぞれの特性に配慮し、
人と自然が共生できることを目的として適切に行われなければならない。

３．環境の保全及び創造は、環境資源の有限性を認識し、環境への負荷の少な
い健全な経済が持続的に発展することができる社会を構築することを目的
として、すべての者がそれぞれの責務を自覚し、適切な役割分担のもとに
積極的かつ継続的に行われなければならない。

４．地球環境保全は、地域の環境が地球全体の環境に深く関わっていることを
すべての者が認識し、あらゆる事業活動及び日常生活において積極的かつ
継続的に行われなければならない。

下呂市総合計画
～下呂市行政運営の基本となる計画～

環境面での施策

●下呂市環境基本計画の「目標」と「施策の体系」
下呂市環境審議会の様子
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多
大
な
施
設
の
修
繕
費
用

第４回（シリーズ全４回）

　
「
こ
れ
か
ら
の
ご
み
処
理
」
を
考
え
る
う
え
で
、
前
回
ま
で
は
処

理
の
方
法
や
減
量
化
の
面
か
ら
施
設
の
在
り
方
を
お
伝
え
し
ま
し

た
。
ご
み
の
処
理
量
に
つ
い
て
は
人
口
の
減
少
も
あ
り
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
減
量
化
対
策
へ
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

 

一
方
で
、
施
設
の
管
理
費
に
つ
い
て
は
ご
み
の
量
に
比
例
す
る
こ
と

な
く
増
加
し
て
お
り
、
中
で
も
点
検
や
修
理
な
ど
の
維
持
修
繕
費
は
、

平
成
21
年
度
・
22
年
度
に
は
２
億
円
に
も
達
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

老
朽
化
に
伴
っ
て
大
規
模
な
修
繕
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
た
め
で
、

今
後
も
こ
の
よ
う
な
修
繕
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ご
み
処
理
を
考
え
る

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
必
要

最
小
限
の
費
用
で
施
設
を
運

営
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
年
間
１
億
５
千
万
円
か
ら

２
億
円
の
維
持
修
繕
費
を
か

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
は
、
環
境
影
響
調
査

か
ら
、
設
計
・
工
事
完
成
ま

で
約
５
年
間
を
要
し
ま
す
。

こ
れ
ら
建
設
費
用
は
約
60
億

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

完
成
す
る
ま
で
は
現
在
の
施

設
を
稼
働
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
少
な
く
と
も
７
億
円

以
上
の
維
持
修
繕
費
が
建
設

費
用
と
は
別
に
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

　

現
在
ま
だ
新
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
建
設
場
所
は
決

ま
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

早
期
に
建
設
場
所
を
決
定

し
、
事
業
に
着
手
で
き
ま
す

よ
う
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
環
境
部
・
環
境
施
設
課
】

過去５年間の下呂市クリーンセンター
維持修繕費と可燃ごみ量

処
理
施
設
を
維
持
す
る
た
め

　

昔
の
ご
み
処
理
場
は
、
焼
却
炉

で
ご
み
を
燃
や
す
だ
け
の
施
設
で

し
た
が
、
現
在
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
大
気
汚
染
な
ど
の
防
止
、

臭
気
対
策
、
廃
水
処
理
な
ど
、
多

く
の
機
器
が
連
動
し
な
が
ら
稼
働

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
部
分
的
な
故
障
で

も
施
設
全
体
を
停
止
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
ご
み
処
理
事
業
が
滞
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
施
設
で
は
専

門
技
術
者
に
よ
る
定
期
的
な
点
検

整
備
を
行
い
、
最
小
限
の
修
繕
費

用
で
施
設
の
運
転
を
行
っ
て
い
ま

す
。
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可燃ごみ
維持修繕費

11,551t

132,868 千円

10,852t

152,355 千円

10,442t

210,191千円

10,240t

200,328 千円

10,097t

170,371千円

　

右
の
写
真
は
、
切
ら
ず
に
捨
て

ら
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
す
。

こ
の
よ
う
な
も
の
は
、
ね
じ
れ
て

機
械
に
絡
み
つ
く
と
停
止
や
破
損

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ご
み
袋
に
入
れ
て
搬
入
さ
れ
る

場
合
は
必
ず
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
下
に
細
か
く
切
断
し
て
く
だ
さ

い
。 搬

入
ご
み
が
原
因
の
修
繕
も


